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CCHMCにおける海外研修報告書
野亦悠史
　2014年 4 月 ７ 日～ 4 月25日までの 3 週間，私は 6 年生アドバンス実習の海外プログラムとして小児科の市
田准教授，金兼先生の御縁とご尽力のもと，アメリカ合衆国Ohio州Cincinnatiにある，Cincinnati Children’s 
Hospital Medical Centerにて小児循環器セクションの見学，及び実習をさせていただきました。
　Cincinnati Children’s Hospital Medical Centerは全米屈指の小児病院で，小児循環器セクションだけで 5
つの専門科が有り，それに加え外科も見学させていただいたので 3 週間の実習では， 2 ，3 日ずつしか見学
できないセクションもあるほどでした。
　最初の一週間はCICUでの見学でした。CICUは心臓ICUの事で，心臓の手術を終えた児や，重大な心疾患
を抱えて手術を待っているような患児が入っていました。そこでは医師は司令塔としてほとんど処置を行わ
ず，看護師の方々が行っていました。また，看護師に対して 1 日 1 回15分程度，術後管理や機械の特性など
のレクチャーをすることで知識の共有を図っているのが印象的でした。
　 4 週目の最初の 2 日間は心電図，ペーシングを専門とする医師による外来の見学でした。 3 日目には日本
人の心臓外科医の先生のご厚意で外科見学をさせていただきました。 4 日目は心臓MRIを見学させていただ
き，心臓MRIのチーフプロフェッサーのDr. Taylorからは心臓MRIの読み方のレクチャーをしていただきま
した。 5 日目はエコーラボの見学でした。アテンディング（指導医クラスの先生）が英語の拙い私にもわか
るように画像を示して下さいながら分かりやすく説明して下さいました。
　 3 週目の前半 3 日間は心不全外来でした。先天性の疾患を持ち，心不全を来している患児を専門に見てい
るセクションです。世界で300例しかいないと言われている極めてまれな疾患を 3 例も見ることが出来，大
変 貴 重 な 経 験 が 出 来 ました。大 変 珍 しい 疾 患 を 見 ることができたのはCincinnati Children’s Hospital 
Medical Centerだからこそだと感じました。 4 日目はカテーテルラボでカテーテルアブレーションを見学さ
せていただきました。 3 週目の最後の日はエコーラボを再度回りました。
　これらのプログラムを組んで下さったのは，市田准教授のご友人であり，小児循環器セクションの統括教
授のDr. Jeffrey Towbinでした。世界的な賞を幾つも受賞していらっしゃる世界屈指の名医でありながら，
とても気さくで学生である私達の言葉に真剣に耳を傾けてくださいました。また，小児循環器の秘書，Ms. 
Teresaは常に私達の様子を気に掛け，悩みや不自由がないかと心配りしてくださいました。私達の実習が
円滑に進んだのも彼女のサポートがあってこそでした。
　これらの充実した実習に加え，富山大学の小児科の医師であり，現在はCincinnati Children’s Hospital 
Medical Centerに研究員としていらっしゃる斎藤和義先生にご尽力いただき，私達の 3 週間の研修はより素
晴 らしいものになりました。 斎 藤 先 生 はご 自 身 のラボをみせていただいただけでなく，Cincinnati 
Children’s Hospital Medical Centerに所属していらっしゃる日本人医師，研究者の方々に私達を引き合わせ
てくださり，ランチタイムレクチャーをセッティングしていただきました。大学時代からUSMLEをとって
海外でずっと働いていらっしゃる先生や，研修を沖縄で受け，海軍からアメリカで医師として働くように
なった先生など，多くの先生方の医師としての在り方，そこに至るまでの過程と，方法など興味深いお話を
たくさん聞かせていただきました。何よりこちらで働いてみてどうか，日本との違いは何か，など実際に働
いて分かる医療システムの違いや長所，短所といったここで医師として働いていて日本の医師としても働い
た事のある医師の先生方のお話はなかなか聞く事が出来ない貴重なお話でした。
　研究者として働いている先生のお話も素晴らしいものでした。特に，肺胞蛋白症の権威である鈴木拓児先
生にはランチタイムレクチャーだけでなくラボを見せていただき，最新の研究についての多くの事を，私達
学生でもわかるように大変わかりやすく教えて下さいました。また，本当に偶然でしたが日本人医師の会に
ご招待いただき，美味しい韓国料理のお店で，多くの日本人医師の方々とお話しする機会を頂けたのは幸運
でした。
　実習のない土曜日曜はCincinnatiの町を観光しました。Cincinnatiは歴史の古い町で，アメリカでも有数
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の美術館であるCincinnati美術館，アメリカの奴隷解放の歴史の資料館Freedom Center，Cincinnatiを本拠
地に置く野球チーム，Cincinnati Redsなど多くの見どころがあり，毎週の土日を使っても回りきれないほ
どでした。人に聞いたり調べたりしながら美味しいレストランも幾つも見つけました。観光で 1 日中歩き
回った後に食べたCincinnati名物の豚のリブは今でも印象に残っています。
　 3 週間の実習を終えて，多くのかけがえのない経験をさせていただきましたが，その中で特に自分が海外
実習でなければ学べなかったと思う事を以下の 4 つにまとめました。
1 ． 日本と海外の医療システム，医師の在り方の違いについて実際に見て，聞いて，経験し，学ぶことが出
来た。
2 ． 日本にはない独特の社会背景，価値観を持つ患者さんや医師と接することで，今までとは違った観点で
の考えを得ることが出来た。
3 ． 多くの人々がおり人種の混在するアメリカだからこそ見られる，日本では見られない特殊な疾患を見る
ことが出来た。
4 ． Cincinnati Children’s Hospital Medical Centerという全米でも屈指の小児病院で研修できたため，世界
でもほんのわずかしか見られない症例を見ることが出来た。
　これらの事は私達にとって人生においてかけがえのない経験になったとともに，多くの事を考え，新しい
発見をし，新しい目線，考え方を得ることができました。このことは，これから医師として働く上で，大き
なアドバンテージになると確信しています。
　そして，このすばらしい実習は，市田准教授，金兼先生や，Dr. Towbin，斎藤先生，そして富山大学，
この実習に携わって下さった多くの方のご厚意とご尽力なしには実現できないものでした。最後に，私達の
実習に携わって下さった全ての方への感謝を本報告書の結文とさせていただきます。かけがえのない経験を
本当にありがとうございました。
